
を試みたOその結果次のよJ)なことかわかっT=｡

○火京.LIJ.身者の ｢かえる｣｢もどる｣の.t･':味特徴は,

放鳥出身朝の私のものとほほかi)▲●JT./い｡

○火京出身都 ま,｢いぬ｣という語をイ)'Lないorい

ぬ｣にちかい滋味特徴をもつ語 もみあたらない.

｢いぬ｣をt,ちいる文脈では,すべて ｢かえる｣

か ｢もどる｣におきかえることか できる｡

調.Jt.した水Ii･.'.LtJ.身者とjlni-1;･の言語liI.tは次の通 り ｡

lJ壬竹 性- :1959年,火i;I.'郁大ttl区雪 ヶ谷生O現/I:.

に至るO

柴‖ 秀尖 :195O年.火31-･:郡fiLiJtF{根FT'f･!生01951年

より文京区′トE=''･J在†j:.o

iLRi)ド.･i･'.美十:1～)55年,他J:.'jlJ.J.･名西耶イ1'Jr･町生｡1962

-1964年Ii'lL).J<美端部脇町01965-1972

年Iii川J.一名西郷イ川:町｡1972-1977年高

知llJ'0 1977年 よりlTIlJJIIL<荏棟/1･:住｡

かさねる･つむ

1. はじめに

国立国語研究所1964｢2.155.4.結び,iTL'.ね,横みな

ど｣の項から ｢かさねる｣と ｢つむ｣の二語を取 りあ

げて考えていきたい｡この二語においては ｢何かの上

に何かをおく｣ということが共通にいえる｡もっと広

く考えれば ｢のせる｣｢ならべる｣などt,頬我関係にあ

るわけだが,ここではこの二語に限って分析してみた｡

2. ｢かさねるJrつむ｣について

2.1. 対象の形

(1) テーブルに 皿を かさねるo

(2)テーブルに 皿を つむ｡

(3) 机に 本を かさぬる｡

(4) 机に 本を つむ｡

(5) レンガを かさねて 壁を作る｡

(6) レンガを つんで 野.軽を作る.

(7)×ポールを かさねて ピラミッド型にする｡

(8) ポールを つ/i,で ピラミッドlr,'･J_にする｡

(9) ひざに ILtJj手を かさねる｡

(10)×ひざに iLIJj手を つむ｡

｢つむ｣はい7)いろな形の t,のを対象とするが,人体

(の一部)は対象となりにくい ｡｢かさねる｣は対象物

どうLがある程度の広さの接触面をもち.かさねらlL

たものの安'jizした状態が千想さiLるoLl=がって比較

的:平たい,上にのせやすいi)のを対象とする｡

2.2. 対象のTl
(1)～(10)では ｢かきねる｣｢つむ｣は ｢t,のの上に同じ

ものをのせる｣ことを表わしている｡そして ｢に｣柿

にたつ名詞はすべて場所)'rを示 していた｡しかし.

柴 田 稔

(ll) ノー トに 本を かさねる｡

という場合 ｢ノー ト｣は場所を示すわけではない｡ま

1=｢ノー ト｣と ｢本｣一冊ずつでもよいわけで.この

ような ｢に｣は ｢と｣と荊き換えられる｡

()2) ノー トと 本を かさぬる｡

(13) マットレスに ふとんを かさねる｡

(14) マットレスと ふと/I,を かさねる｡

｢かさねる｣を ｢つむ｣ とは言い換えられない｡｢か

さねる｣は ｢一つのものの上に一つのものをおく｣と

いう.I.I..Lで ｢つむ｣より用法の縫閥が広いとも考えられ

る｡(この場介の))'I･'･J性については2.4.参照)しかしこ

こで,｢ノー トと本｣は ｢丈7)l'･具｣, rマットレスとふと

ん｣は ｢寝典｣というような属性を仮に考えれば.そ

れぞiU"'j'flfのものと考えられる｡また,ff,;･大きさt,

ll.)J=i,のであるO

(15) テレビに 腕時計を のせる｡

これを

(16) テレビに/と 腕時計を かさJJる｡

とは昌'えないだろう｡｢かさねる｣｢つむJは同iJf(同

じような形 ･大きさ ･性11f)の ものを上にのせていく

ことである｡

2.3. 対象の致･呈tと
(17) 机に 本を のせる｡

この場合,本は一冊でt,よいが.(3)(4)では本は必ず

校数で,(1)～(10)においても対象はすべて枚数である｡

ま7=(ll)～(14)でも ｢ノー トと本｣｢マットレスとふとん｣

のように向田の ものが稜数あると考えられる｡とこ7)

が,

(lS) トラックに 荷物を つむ｡
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という場合には.荷物は一個だけでもよい｡すなわち

荷物などを遊ぶための道具 (自動車 ･船 ･飛行機 ･リ

ヤカー ･カゴなど)に何かをのせる場合.対象は一つ

だけでも ｢つむ｣という｡これはなぜだろうか｡ここ

で次のような文を考えてみる｡

(19) 紙を2枚 かさねる｡

伽 ×紙を2枚 つむ｡

｢つむ｣はつんだあとの対象の占める空間が大きく.

高さが高くなる感じがある｡(2)(4)でも(1)(3)よりテーブ

ル,机の上がかなり占領された感じがする｡伽)が言え

ないのは紙を2枚かさねたくらいでは.空間的に大し

た変化がないからである｡つまり ｢つむ｣は対象が校

数というより,対象に.空間的な存在感があるだけの

｢左と｣が必要なのである｡

Gn) タンカーに 石油を つむ｡

C2) 貨車に 石炭を つむ.

¢3) 砂場に 砂を つむ｡

このように ｢つむ｣の対象は不可井名詞でもよい ｡ 対

象を,大きな空間を占める一つのかたまりとしてみる

とき ｢つむ｣が使われる｡｢荷物｣はそのようなものと

してみられるので,数に関係なく(18)が言えるのではな

いだろうか｡しかしこれも乗物にのせる場合に限られ

る｡やはり ｢つむ｣の特殊な用法であろう｡

2.4. 方向性

進本的には ｢かさねる｣｢つむ｣は ｢何かの上に何か

をのせる｣ことである｡しかし,｢かさぬる｣の場合と

｢つむ｣の場合の上には追いがある｡｢つむ｣の場合の

｢上｣とは ｢地面に対して垂直方向で上｣をいう,,

伽 トラックに 羊を つむ｡

この場介 トラックの中で.羊が上になったり下になっ

たりしているわけではか ､｡が,｢つむ｣は2.3.で逆ベ

たように,つんだあと,空間的に高く,大きくなるわ

けで.上-のL万IJ･]性がある｡ところがこれに対し ｢か

さぬる｣で考えられる r上｣は, もつと広い意味にな

る｡

C5) 天井に 紙を かさねて はる｡

¢6) 服を かさねる｡

C7) ふすまをはずして 壁に かさねて おく｡

このように ｢地面に対して垂直方lT･Jで上｣とは限らな

い｡国立国語研究所1972によれば,｢人問がEIでみとめ

やすい,表になっている面の方IT･J｣(p.261)である.

つまり ｢かさねる｣は対象物どうしのi封と両が合わさ

っていればよいのである.｡比喰的ではあるが,

伽) 写真に あの人の面形を かさねる｡

のような用法も考えられ.｢ダブらせる｣｢ダブる｣な

どとも意味の類似が感じられる｡

3. 自動詞 rかさなる｣rつもa｣について

｢かさねる｣｢つむ｣に対応する自動詞 ｢かさなる｣

｢つもる｣については,ここでは, くわしく記せか ､

が,｢かさねる｣｢つむ｣の分析に示唆的と思われるこ

とに関してだけ述べる｡

3.1. ｢つもる｣について

｢つむる｣は用例が非常に少ない｡

C9) 雪が つもる｡

舶 ほこりが つもる｡

(31) 落ち薬が つもる｡

このように自然現象にしか使われない ｡ 箱がつんであ

ることを,

C3)×箱が つむる｡

とは言わないだろう｡しかし,細かく粒状に近い ｢同

質のもの｣が ｢大益に｣｢上に上に｣とのっていくこと

は ｢つむ｣の分析と一致する｡

3.2. ｢かさなる｣について

03) 木が かさなって むこうが見えない｡

このように空間的には触れて,速近をもって幾iTI'.に

も並んで立っている木が,一体となって ｢合わさった

-つの面｣をつくり,見る人の視界をさえぎっている

のである｡空間的に対象物を離した ｢かさねる｣の例

はみつけられなかった｡しかし,｢面が合わさってみえ

なくなる部分ができる｣点は｢かさねる｣においても言

えることである｡

4.派生的用法

85) 苦労を かさねる｡

(36) 苦労を つむ｡

(37) 経験を かさぬる｡

88) 経験を つむ｡

㈹ 失敗を かさねる｡

(40)×失敗を つむ｡

(41) 修行を かさねる｡

(42) 修行を つむ｡

(40)か言えないのは r失敗｣に r上への-jJ-向性｣が感

じられないからである｡｢かさぬる｣は,厚さがあまり

ないものを,面と面を合わせてのせていくことで,し

たがって,全体としては空問的変化があまりないこと

から ｢くり返し｣の怠味へと派生している｡
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(43) かさjdて 手紙を 出す｡

これなどは, くり返 しの例である｡また ｢つむ｣の巌

感,上への方向性は,次のような文などにも表われて

いる｡

(44) 富を つむ0

5. まとめ

｢かさ)よる｣

同11fのものを,ある程度の広さの接触ltliをもたせ.

上へ上へとのせていくことであるO

この場合 ｢上｣とは ｢地耐 こ対して垂蔽ノルJで上｣

とは限らない｡

あわさる面があれば,方向性はかなり自由である｡

したがって対象物には,比較的平たい,上にのせて

いきゃすいものをとることが多い｡

｢つむ｣

同朋のものを.多盤に,空間的に大きなかたまりと

して.上へ上- とのせてい(ことである｡

方IL'･Jは ｢地面に対 して垂直方向で上｣であるC

いろいろな形のものを対象物とする｡

言語経艦 :1956年 9月 神奈川県大和市に生

まれ.現掛 こ至る｡

おす ･おさえる･つ く

1. はじめに

ここでとりあげる三語は,主体が何らかの手段をも

って対象物に 〈ブJを加える)ことをあらわす語である｡

これらの語があらわす状態においては,その手段は対

象物に接触している｡しかし,ここではこの接触をこ

れらの語の特徴 とはしない ｡ 現実世界において.実際

にあるものに力を加えるという動作を行なう際には接

触状態が必然的に生 じ,また今のところ く力を加える〉

という特徴をもちながら接触が必要ない,またはあり

えないことをあらわす語がみあたらないからである｡

また.く力を加える〉という特徴には,｢あたる｣｢あ

てる｣や ｢ふれる｣などにみられる く接触する (させ

る)〉という特徴とは異なり,手段の対象物への移動 と

いう前提は必安ではない｡したがって次のように,千

段が対象物に接触することを述べた後にこれらの語が

用いられても,恋味の.窮_複は感ぜられない｡

(1) のぴたやつの両端に.手のひらをあてがって押

せば,もと通 りにちぢむ｡(都筑道夫 r火京夢幻図

絵J中公文F.ill.1978 p.239)

ここで述べた点については,ここにあげる三語とt,

共通していると考えられる｡以下各語について考えて

みる0

2. ｢おす｣

2.1. まず.｢おす｣という譜について考えてみようp

浅野 1968は.この語の患我素を次のように設定 し

ている｡

木 川 行 央

〔接触して力を加えるう 〔対象物を手前から向こうへ

移動させる〕

このうち,〈接触して)という部分については前述の

とおりであり,一応不必要な特徴であると考える｡次

に,(移動させる〉という点については,必ずしも妥当

ではないと考える｡｢おす｣という動作を行なった結果.

移動するかしないかはこの語のあらわすところではな

い ｡このi掛こおいて二･TI'.賓なのは (力を加える)という

点であるoi,つとも.この く移動させる〉という点を,

目的と考えれば納得される｡

(2)後から *を おして(JL.,

(3) ボタンを おす｡

(4) おしても おしても 動かない｡

ここで,次のような例を認めるかどうかが問題'になる'.

(5) 鴇氷りになって 背中を おす｡(r学研凶語大

辞典Jの用例より)

(6) 花を おす｡〔-押 し花を作る〕(r新明解国語

辞典那二版Jの用例より)

これらの例では,｢背中｣や ｢花｣は目的としての移

動 も考えられない｡このような,目的としての移動 も

考えられない ｢おす｣は,｢潅押し｣｢押 し花｣｢おしが

きいていない｣の rおし｣などにみらiLる｡しかし,

｢おす｣という動詞の現代における用法においては,

上の(5)(6)や次のような例は不自然であると思われる｡

(7)??湘団の下に ズボンを放いて おす.

よって,ここでは ｢おす｣という語には.常に何ら

かの意味で移動が関与すると考える｡
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